
平成２６年度 新潟県小学校教育研究会学習指導改善調査研究事業

協力校としての取組
見附市立上北谷小学校

１ 取組の概要

（１）全員による授業研究の実施

一人一授業を年間計画の中に位置づけ、授業と協議会を通して授業改善に努め

た。内３授業は、講師及び他校の先生方を招き授業研究を行った。

（２）全職員参加による学習指導改善調査後の採点/入力/分析作業

夏季休業中に、全職員で採点 入力 分析作業を行った。課題や２学期以降の取/ /

組について検討した 。。

（３）授業改善のポイントを踏まえた授業実践

２学期より授業改善のポイントを踏まえた授業実践を行った。その際、学習指

導改善の手引きを活用した。

（４）学習指導改善調査結果に基づく研究授業の実施

２学期に他校の先生方の参加を募って､６学年で学習指導改善調査の結果を踏

まえた授業を提案し、協議を深めた。

２ 取組の実際

（１）全員による授業研究の実施

以下の教科と内容、日程で実施した。

月日 教科 学年 単元名 題材名/

算数 ２ めざせ！「ひっ算」はかせ 「たし算のひっ算」6/ 2 /

国語 ４ 平和を考えよう！紹介しよう！ 「一つの花」6/13 /

おいしいおやつを歯ッピーセレクト 「健康な歯を守るおやつの摂り方」6/30 学活 ３ /

算数 ５ 体 積 「体積」7/11 /

「 」9/30 国語 ３ ちいちゃんの幸せ度の移り変わりを考えよう ちいちゃんのかげおくり/

理科 ４ 水の変化をさぐろう 「自然の中の水」10/ 9 /

家庭 ５ 将来の自分へ～食生活編～ 元気な毎日と食べ物11/12 /

算数 ６ 比例と反比例 「比例と反比例」11/18 /

世界で一つ！スペシャル自動車図鑑をつくろう 「じどうしゃくらべ」12/ 1 国語 １ /

授業研究では 「指導案検討会 「協議会」を行い、授業改善に向けた視点で話、 」

し合い、検討を重ねた。



（２）全職員参加による学習指導改善調査後の採点/入力/分析作業

全職員で採点 入力 分析作業を行った。その結果全体として 「説明する力」や/ / 、

「学習したことを関連させて課題を考える力 「資料を読み取ったり活用したりす」

る力」の３点に課題があることが明らかになった。このことを受けて、全学年が、

２学期以降の学習指導にあたる際、次のような取組を行うことを共通理解した。

★ ★ ★ ★取 組

「順序（構成力）」 「用語・記号等の使用」「体験や予想課題①「説明力」…

を盛り込む」

ノート指導で 説明場面を設け、順序を表す接続詞を指導する。・

（ まず、次に、最後に 「初めに、次に、終わりに 「①、②、③」など）「 」 」

・ 用語 「記号 「キーワード」を使う場面を設ける。「 」 」

・授業の最初に予想（体験や既習事項を入れる 、最後に学習）

の振り返り を書く場面を設ける。（用語やキーワードをを入れる）

読書指導で ・読書を通して語彙力や経験・知識を広げる。

「文字を正しく、最後まで読む」「場面理解」課題②「文章（特に問題）読解力」…

音読指導で ・教科書を声を出して正確に読ませる時間をできるだけ取る。

特に下学年は音読の課題を提示する。

・問題文を声を出してを読む。意味理解に補足を加えたり、

絵や図で表したりすることを取り入れる。

・教科書にある発展問題は必ず取り扱う。応用問題の指導で

・エクストラテストや応用問題を活用する。

読書指導で ・週末読書以外の平日に読書の課題を出す。

「資料の見方・活用」課題③「資料活用力」…

授業で ・資料を扱う場面をていねいに扱う。

（子どもに読み取らせる、読み取り方の補足、活用の仕方を考えさせるなど）

（３）授業改善のポイントを踏まえた授業実践

改善のポイントを踏まえると共に、学習指導改善の手引きも活用しつつ、次のよう

な教科等の単元で改善を図った。

学年 改善ポイント 教科「単元名」 概 要

４ 話題に沿って必要な 国語科 取材メモを書く際に 「目、

ことがらを集め、選 「だれもがかかわり合 的 「 相 手 」 意 識 を も っ」

択する力をつける えるように」 て取材し、短い言葉で書

くようにした。

伝えたいことを分か 算数科 伝えたいことが分かるグ

りやすく表現するた 「おれ線グラフ」 ラフにするために、集め

めの工夫を考えさせ た資料からグラフにする

る ため軸のとり方を考えて

て表現した。



５ 話し手の意図を正し 国語科 自分の立場をはっきりさ

、くとらえる力を付け 「豊かな言語の使い手 せてから話し合いをもち

る になるためには」 友だちの話をメモを取り

自分と比べて討論するよ

うにした。

自分の体験や予想、 国語科 学校の読書量調べやイン

解決策を入れて説得 「わたしたちの図書館 タビューなどを通して実

力を増す 改造提案」 態をつかみ、問題点を考

えや実感を伴う改善策を

考えるようにした。

６ 目的や意図に応じて 総合的な学習 学習発表会で発表すると

情報を収集する力を 郷土の詩人・矢沢宰 いう目的をもち、文献や「 」

付ける 作品、親族等のインタビ

ューを通して、各自のテ

ーマに応じて情報収集を

行ったり生き方を考えた

りして発信した。

問題場面を図に表現 算数科 比例に関する問題を自分

させ、関係をとらえ 「比例」 なりに、表や図等で表現

させる して解決を図った。



（４）学習指導改善調査結果に基づく授業研究の実施

①指導案





②協議会で話し合われたこと

○話し合われた内容

アについて

・問題が難しかったため、視覚教材は問題に立ち向かう意欲を喚起するという点で効

果はあったが、深さが感じ取れる工夫があったら良かった。

・問題が比例関係にあることを全員で納得させてから、自力解決に向かった方が良か

った。

・子どもたちは問題を自力解決できていた。ノートが良く書かれ、学習の積み重ねが

できていたためと考えられる。

イについて

・比例関係を用いる問題作りは授業の振り返りを行った後、行うべきだった。子ども

にとっても唐突な感じがする。

・解決に対する意欲はなかったが、生活とはつながっていた。

・教師による例がなければ、作るのは難しい。

③授業研究の成果と課題

＜単元の工夫から＞

○比例関係の意味を理解させるため、実際に比例を体験する活動を多く設けたことで、

より実感の伴った深い理解が得られた。

○理科や保健など他教科との関連を図ることで、比例関係が日常生活の問題解決に使え

ることを知ることができた。

△自力解決後、自分の考えを発表し合う場面を設けたが、考えの関わり合いが乏しく、

深まるまでには至らなかった。

＜授業過程の工夫から＞

○問題の場面を身近な都市で提示し、海水が浸入した様子を視覚で示したことで、問題

を解こうとする意欲を持たせることができた。

○自分の考えを黒板で書きながら説明させたことで、聞き手に分かり易く伝えることが

できた。

△比例関係を未来の予測のみに限定する必要はなく、広くとらえた方が良かった。

△子どもが自分たちで乗り越えるべき課題を、教師が事前に取り除く指示はするべきで

はなかった。子どもが困ってこそ、そこから問題が生まれ、それを自分たちで解決さ

せた方が良かった。

☆協議題

ア 視覚教材の提示や数値に着目して考えさせたことは、児童が課題を明らかにし、見通しを持ち、

比例の関係式やグラフ・表など既習事項を活用して、自力解決をしようとしていたか。

イ 未来予想のできる例を示し、グループで考えさせたことは、児童が比例を用いる場面を広げ、問

題を解決してみたいという意欲を高めるのに、有効だったか。



３ 成果と課題

（１）全員による授業研究の実施

○ 各学級の学力実態を分析し、付けたい学力を明らかにして授業実践を行った。具

体的には「単元構成と授業過程の工夫」の２つに焦点を当てた提案を行い、子ども

の学力学習を伸ばすことができた。また、子どもが学習意欲をもち、実感の伴う学

力を付けるのにも大切であることが確認できた。

、 、△ 授業で学習課題を明確にもたせることと 学習後の振り返り場面を設けることが

より確かな学力を育むことができると考え、２学期中盤から校内共通のフラッシュ

カードを用いて取り組み始めた。今後、この取組を充実させていきたい。

（２）全職員参加による学習指導改善調査後の採点/入力/分析作業

○ 全職員で採点 入力 分析作業を行い、課題や２学期以降の対策について職員研修/ /

を行い、全校体制で授業に取り組む体制ができた。

△ 落ち込んでいる学力が、どこに要因があるのか具体的に検証するところまで明

らかにすることができなかった。今後は、要因を明らかにして、授業改善を実施

したい。

（３）授業改善のポイントを踏まえた授業実践

○ ２学期より授業改善のポイントを踏まえ授業実践を行った。提出物やテストな

どから、子どもの成長が感じられるようになってきた。

△ 学習指導改善の手引きの活用は、上学年にとどまったので、全学年で活用できる

ようにしていきたい。

（４）学習指導改善調査結果に基づく授業研究の実施

○ 学習指導改善調査の結果を受けた授業研究は、教師の単元構成と授業過程の工夫

の見える授業提案となった。また、日頃から授業改善のポイントを意識したり、授

業規律の指導を図ったりすることで、授業に対する子どもの前向きな姿勢を育てる

ことができた。

△ 授業研究で行った学級の学級経営や授業スタイルに学び、全校で系統立てて取

り組むよう内容を明らかにしていきたい。


